
“棲神，，総目録（鰐草笛語if~ f?.) 

惨発刊回顧4

ミ棲神ミの歴史は，わが身延山教学発展の歩みて・ある。発刊当初往時を

願りみれば，同学同窓、諸賢の研鎖或は随感を吐露する場であり，旧交を暖

める同窓会・学友会誌的性格が濃厚であった。

そのような，同窓会誌的雰囲気のなかから次第に，日蓮教学や仏教学の

基礎的研究の場へ開発され，更には質量共に学的内容が充実，第2次世界

大戦前夜には学術機関誌の地位を固め，発展途上にあった。

然るに大戦の長期化と激化とに伴い大政翼賛体制下に摂入されミ棲神ミ

の内容も戦時色を濃くせしめられるにいたり，強力な経済統制は出版事業

にも波及し，昭和18年ついに発刊中絶のやむなきに至った。

昭和20年8月，終戦を機会として祖山の教学活動が再開された。そして

内外からミ棲神ミを復刊せよとの声が高まったが，戦後の窮迫した経済情

勢下に雌伏すること 8ヶ年，ょうやく機熟して昭和28年復刊第1号〈通算

第29号〉を発刊することがきた。同誌には前年度，本学で開催された「第

5回日蓮宗教学研究大会」の紀要を掲載し，復刊の壮挙を飾ることができ

た。尚，復刊号より戦前の「同窓会文学部」発刊の永年の伝統が改められ

学園の教育財源を充当する．予算処置が講じられるに至った。

時恰も，学制改革に相過し，本学園も従来の「祖山学院教学財団」から

「学校法人身延山短期大学々園」へと法人組織の変更がなされた。これを

機会にミ接神ミ発刊は身延山短期大学々会に委ねられ，新たに人文・社会

・自然、の諸科学の領域が組みこまれ，新制の学術機関誌へと脱皮，現在に

至っている。

ともかく，と懐炉，，ミ発刊60年の歩みを総目録として回顧することにした。

いま諸・先輩の論稿を拝するとき，それは期せずして，その時々の日本仏

教学界或は，わが教団内の学的問題点と関心を如実に示す，特異な編年史

的資料をなしている。総目録としては不備なものであるが，読者諸賢の研

究上に稗益あらんことを望むものて・ある。

。－硲v畠’~ーさま

。目録作成に当り，全号数の蒐集に努力したが，第3号，第13号の欠号

を出した。
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。目録中，※印あるは編集子の註記である。

く〉本学教授林是幹先生からはパックナ yバーを揃えるうえで御便宜を頂

いた。記して謝意を表します。

正

昭和48年 12月14日

是mr 編集作成 回

・第 1号〈創刊号〉 （祖山学院同窓会文学部刊（大正2年10月31日）約

写版・ A5. P .62和綴

身延山御番

発刊の辞

秋の気分 小林帰山

友人の音山を祝し併て自己の希望を送る番 高二 伊藤海開

※海開師、は、後年、宗内屈指の布教家として名戸を馳せ、晩年、大本山池上本門
寺貫主となる。

l鳴呼吾祖の示浬襲

苦学の光

病弟慰問の状

送僧〈漢詩〉

身延山（漢詩〉

高祖御廟へ朝参之記

奥の院へ登るの記

秋の或夜の月

甲府普光寺に詣でし所感

西谷御91111庵参拝の記 中一

小春日和 中一

散歩のータ 中四

本妙律師追慕会の一夜 中四

一日一節 中四

須磨の捕にさまよいて 中三

。和歌・俳句 中三

。会報一本会沿革概要一〈〉祖山学院同窓会々則

。役員会長小泉日慈，副会長関本飽門，講演部長 tb林是恭

文学部長青木見孝，運動部長遠藤是妙，会計監督危口龍謙
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。講演部記事 。運動部記事 O文学部記事 。雑報

。金品寄贈者芳名 。会員異動

・第2号（第壱巻第弐号・大正3年4月10日・祖山学院同窓会刊〉

A 5. P .22 

身延山本堂（写真〉

「接柑リ一身延山御魯一節

慈悲の活用

奥山の影より

人格中心の研究法

救ひのみこゑ

椿の花

徴兵に出る友に与ふ

我が国旗

暁星洞主

婦山

由風

駄諌生

ム生

山内懇戒

辻 能学

雪中の竹……...・ H ・－－－－望月宗康 日記帳より...・ H ・－－…・・・H 生

吾人の目的...・H ・－－……市川是温 淋しい身延...・H ・－－－－…岡観孝

雨後の秋…...・ H ・－－…・・黒薮学勇 布教の心懸け…………友井健慈

海・……….....・ H ・－…－…伊藤海開 運命〈詩〉….....・ H ・－・・荒木経明

銀世界〈詩） ....・ H ・－－－荒木経明 。漢詩三首

。芥和歌二首 O俳句七首

く〉同窓会々報一講演部・文学部・運動部－

O降誕会記事 。金品寄贈者芳名

・第3号〈大正4年 4月刊）ー欠本一

・第4号〈大正5年 2月18日，組山学院同窓会刊） A 5. P .43 

祖山学院の歌〈表紙袋）

宗体決疑抄〈承前〉 中山祐師作

石山寛師の本尊義一本尊論議史の一節 Y S N 

。梅花I決日〈和歌〉 森 苑遠

聖語の文底秘沈に対する私見 上木飽慶

台当二家依経科釈の同異に就て像末両導師の立脚地を論ず邦 風 生

無宗教者を如何にして導くべきか 黒絞学勇

宗祖折伏の第一義……部悶玄静 宗教と実生活－…....・ H ・小林貞主［

折空観と体空観…－－…太閉純志 御会式に就て…...・ H ・－－藤田園海

佐渡御鶴あ感想・佐藤秀温 行学二道 猪口海静
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古りたる杉...・H ・－－……今村野風
分衛日記（身延強

での一節）…望月索渓

図書室の窓より...・H ・－－鳴降生

。御大典旅行〈御撤山系〉

奇瑞…....・H ・－…....・H ・－楓葉山人

偶感...・ H ・...・ H ・.......…黒田学誠

和歌〈二首〉…....・H ・－森 苑遠

0房総参拝記

・第5号〈大正5年9月15日，祖山学院同窓会刊） A 5. P .59 

宗体決疑抄〈承前） 中山術師作

教機時国抄大綱 泉義敬

聖祖の国家観 黒簸学勇

我・H ・H ・H ・H ・.....・H ・－－－・・藤悶鷲風 入妙の直路・H ・H ・－－……左庵生
吾人は奈何に生くベき ~lk・－－森 宛遠 かたる花・H ・H ・.....・H ・－－猪口海静

趣味と生活...・ H ・－－－…望月噺月 鷲峯印象記...・ H ・－－……露 月

頼むべきは 松木秋月 ~：語~~；そ蓄を欺望月本啓
宗祖の御銅像をそて小林貞笠 宗祖の御伝記詑て中村義明

宗祖の御成徳……－－…井上恵妙 報恩謝徳...・H ・H ・H ・－－－－－渡辺泰深

我は本化の門下也……江原一夫 人生と労働...・H ・－－－…・・辻 芦洲

延山の春暁…………柳緒生 本院内諸堂案内記……山内議戒

本化妙宗の信行・H ・H ・－－赤島潮旭 たどりし路〈詩〉……宮 南

0同窓会記事一講前部〈降誕会講演，幻灯会〉文学部，運動部，。亙州霊

跡参拝記

飯井野御牧…...・H ・－…吉川索恩

※「松野民生女房御返事」。「筒御器紗」等に見える所調「三筒郷」の文献学的研究

・第6号〈大正6年2月20日，祖山学院同窓会刊） A 5. P .66 

宗体決疑抄〈承前〉 中山祐師作

観心本尊抄速記 身延 遠師 作

本尊論議変遷史論 吉岡索恩

宗祖本 仏 論 に 潟 見望月海伯 教義時国抄考察前〉 泉義敬

論妙法五字与三大…藤 111光確 祖書中に顕れたる…藤田恵暁述
秘法関係 摂折二門義門分別小坂田竜教記

新年を迎えて…...・H ・－－黒厳学勇 宗門の前途...・H ・－－…・・・溝田在庵

高踏超然… H ・H ・－・…・樋口是端 聖祖の忠孝観・…・・・…・松木秋月

青年僧侶の自覚...・H ・－－菊地泰旭 自殺の可否...・H ・－－……小川園如

日常生活と信仰2要 川口智随 淘末の霊光・・・・・・中村義明

新春のさけび……・…・・鈴木本開 鷹取山・H ・H ・.....・H ・－－…山内懇戒

春暁………....・H ・－－…森 苑遠 望める悲哀・…H ・H ・－－…雪 二生
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元旦〈漢詩〉….....・ H ・竹鴛（早川｜） こしをれ〈和歌〉……亮 遠

身延に詣でて…...・H ・－－古童庵

。同窓会記事一本学院出身者住所一

。三角山龍怒る銅子量海 。講義務認安芸唆t：~て
。木村龍寛師講演「印度文明の新旧」

。講演部ー幻灯布教，法難会説教 O金品寄附者芳名

・第7号〈大正6年 7月15日・祖山学院同窓会刊） A 5. P .70 

宗鉢決疑抄（漢文体〉 中山 祐師 作

第八識存在の証明 吉田素恩

本抄と十法界抄との交渉 － 泉 義敬

寿量五百塵点に対する私見 望月本啓

論妙法五字与三大秘法係関〈承前〉 藤田光喰

観心本尊紗発記〈漢文体） 大野発師作

。緑陰午｜陸〈漢詩〉…早川竹鴛

最蓮房上人 総田在施

精進・ H ・H ・......・ H ・－－－…川口智随 論本宗之宗義並相承…辻 能学

本迩一致勝劣を捨
す・る所以…荒木経明 型 祖 の 御人格………猪口古蛍

初夏の小肌・・ H ・H ・...・ H ・太田純志 身延山御番を拝して…北嶋精学
如何にして進むベ

きか…福島瑞岳 迷信を打破せよ...・H ・－－山間道人

三日坊主の代表者…・・・結城瑞光 異体同心…...・H ・...・...二宮龍忍

宗祖の孝道・…………・・佐藤慈典 宗教家の覚醒…...・ H ・－・臨 月 生

心臓消……－…………K 0 生 。春季修学旅行記…・・・菊地泰旭

O同窓会記事……井上円了博士講演（6月12日〉 O大正六年春季修学旅

行隊金品寄附者御芳名

・第8号〈大正7年 4月15日．祖山学院同窓会刊） A 5. P .76 

観心木尊抄尭記〈承前〉 大野発師作

宗教の本義 中村凡愚 顕本論より見た長仏溝悶在庵

天台四教儀大要...・H ・－－藤岡柳風 諭相承与付嘱関係・…・・佐藤秀 ili!

秘論…...・ H ・.....・ H ・－－－山岡義哲 興師身延離山に付て…望月本啓

仏教に及ぶる上代印度の宗教思想、 荒木経明

宗教と宗致との管見…中村義明 。歌日記より………・・苑 遠

真の生命・ H ・H ・－－－－……松木秀月 余の宗教観...・ H ・－－・…・・川口智随

余の宗教観…...・ H ・－－…辻 能学 ~IU仏徒・・H ・ H ・.......・ H・－－結城瑞光
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意義ある生活・・ 正 己 小さ報匙欽へ猪口古蛍

無題録・H ・H ・...・H ・...・H ・太田純志 日蓮主義と戦争....・M ・－磁 月

宗祖の御生涯...・H ・－－…鈴木順脆 吾は久遠の仏子なり…北島江楓

偶感・H ・H ・－－－－－…－－……珂月生 常住の春・H ・H ・......・H ・－池上義国

心の私語・H ・H ・.....・H ・－－深山木生 時計の響…...・H ・－－……加奈江

。雑報ー講演部。文学部。運動部。金品寄贈者芳名。

・第9号〈大正8年3月15日・組山学院同窓会刊） A 5. P .60 

立法華肝要集 延山日叡上人

新時代の歓喜 藤田宮南

宗教の本義〈承前〉 中村凡愚

当家顕本論概要 菊池泰旭

鎌倉殿中問答考 藤 田高 司王

論相承与付嘱関係 佐藤秀温

三秘論（前承〉・H ・H ・－－山岡義哲 輿師身延離山考...・H ・－・太田純志

余の宗教観……・…・…小坂田正巳 信仰と安心...・ H ・－－…・・辻 能学
化他よりは自行を 法華行者の折伏と

先に… 堀 内 泰 鑑 迫害…鈴木順暁

先ず糧を与えよ・・H ・H ・－松木秋月

・第10号〈大正10年7月20日，聖誕七百年紀念） A 5. P .96 

校歌〈表紙裏〉

日蓮聖人御真蹟阿仏房紗〈久遠寺所蔵〉写真

祖山学院長小泉大僧正狼下並教頭関本僧正〈近影〉

巻頭の感

聖誕七百年恭賦〈漢詩〉

立法華肝要集（承前）

仏教史上に於ける日蓮教義の特色

鎌倉殿中問答考〈承前〉

日本仏教史より観たる日蓮上人

成仏論祖判文証類集

三熱の炎と体・大なる暗示

布教伝道の規範

回避主義とは何ぞ

善日｝密の使命・ H ・H ・－－…志村階堂

宗教的体験の価値……か な め
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聖き涙…...・H ・....・H ・－・・秦 観行

奉迎七百年聖誕...・H ・－－結城瑞光

虹影の凝視・ H ・H ・－－－－…岡 観修

古きノートの中より…南陽栄昭

聖誕七百年にちな …津田春暁
みて

偶感…...・H ・......・H ・－－・・井無田寿水

。留学生派遣〈泉義敬・松木本興・藤田光肇〉 O第九回〈大正10年3月〉

卒業生名 O学校職員及び受持学科 O本学年各学級々監及び正副級

長

。三月の窓から・H ・H ・－－かな め

。金品寄贈者芳名 。祖山同志会設立趣意書

・第11号〈第二巻第一号・昭和12年2月16日刊・宗祖御入山六百五十年

紀年号） A 5. P .109 

．巻頭一言

本尊の賛文年代に就て

日蓮聖人門業之管見

日蓮聖人の宗教と価値的批判

信仰の寸心を改めよ

念仏思想史に対する余の管見

魂の郷地を索めて

能化と所化

聖日蓮之奮斗

。聖訓ー御義口伝。関目抄。佐渡御番。一

御草庵...・ H ・H ・H ・－－……下聞冷涙 月のl描き・ H ・H ・－－－……・・中林蓮風

本化的文化生活...・H ・－－岡 鳴月 私の生命観…....・H ・－…渡辺泰深

偶感… ・・・・・・…・小坂田龍教 抱かれむか本仏露に二宮龍広

平和の建設…...・H ・－－－－－堀内義光 慈悲に就て...・H ・－……古川啓善
友の霊に手向くべ

き詩と文…江原白線 接神陪jに詣で…...・ H ・－－照 月

理智Iの母（詩〉………太悶赤章 nm乳類のいろいろ……平地光編

陸奥に咲ける百合花…佐藤海澄 自然と人生…………・・富田海音

反省と努力.........・ H ・－－広瀬潮態 夏の宵...・ H ・.....・ H ・－－…木村 弘

秋の歓喜・ H ・H ・.....・ H ・－－高橋是明 魂の叫ぴ・ H ・H ・－－……・・中林良陽

歩むべき道…...・H ・－－…四寛涙草 寺院と酒に就て...・H ・－－秋永露翠

ぃ

必

志

光

堂

岳

忍

蛍

応

文

純

瑞

陥

瑞

恵

雪

観

木

凹

城

村

島

山

沢

宮

鈴

太

結

志

協

商

深

間
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山寺〈漢詩） ....・ H ・－…東 浜

寂塞〈詩〉….....・ H ・－－－秦 観行

魂の行へ〈民謡〉・…．、太田赤童

遠くなります...・H ・－－…結城瑞光

創作・浄行・...・H ・H ・H ・－伊丹優曇華

不幸なる哲人の物語…高崎一二

か細き秩雨……...・H ・－－鍋屋寛明

郊外のタ...・H ・.....・H ・－－秋永露翠

調落の初冬…...・H ・－…・小松観学

菊〈和歌〉…...・H ・－－…投句者多数

創作・転変……...・H ・－－下回冷涙

0編集雑記

。講演部一雄弁大会〈大正12年6月25日・ 11月29日〉

。文学部 。運動部ーテニス峡南大会出場。弓術。

。金品寄贈者芳名ー当時の祖山教学の情勢を知る資料となろう。一

・第12号〈号数なし。大正13年10月3目。祖山学院同窓会文学部刊〉

A 5. P .80 

巻頭言

祖書読感随筆

日蓮聖人門葉之管見〈承前）

念仏思想史に対する余の管見（承前〉

立正安国論読後の所感

吾が崇拝せる大聖人

台水自治

太田純志

福島瑞岳

静涙生

吉田 l隣人

如何にして人心を統一し国民精神作興の実を挙ぐべき乎 古童毎水

富田海音

静浪－生

大峰龍正

科学は果して宗教を葬むる乎

文化説

支那国教徒の運命観

四顧寂英・H ・H ・......・H ・－三基生

人生の富...・H ・－－…－－…－長瀬龍光

芽陀利の峯...・H ・H ・H ・・・H ・M 生

御山の暁………....・ H ・－渡辺智栄

涙....・ H ・...・ H ・－－…－－…深敬道人

我が番斉...・H ・－－－－・…・・二宮飽厳

お山の夕景...・H ・H ・H ・－－寒川生

追憶…・・・…・…...・ H ・－－覚林道人

民話・漁夫…...・H ・－－…平地幽嶺

夢・H ・H ・.....・H ・－－…－－…重松ひさし

聖丘を望みて...・H ・－－…高山しのぶ

思ひ出の記...・H ・H ・H ・－－鳥海山人

雑想三縞〈漢文体〉…静浜生

復興....・H ・...・H ・...・H ・－－吉川啓普

偶感...・ H ・.....・ H ・－－……S ・ K生

静寂を破る響...・H ・－－…吉益正光

凝視……...・H ・...・H ・－－－今泉智旭

予の幼かりし時...・H ・..5 ・Y 生

伝説を諮る漁夫....・ H ・－覚林道人

培はれたる小百合……丸山其撰

残骸・…...・ H ・－－……・…・寛 明庵

。関西地方修学旅行記 。会報ー弁論部報。文学部報。運動部報ー

・第13号〈不明・欠本〉
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・第14号（号数なし。昭和3年11月20日・祖山学院同窓会文学部刊〉

A5判.p .106 

巻頭言ー思想普導一

日蓮聖人の見たる仏教史観

吾祖と三階仏法

仏子の進むべき大道

宗教現象に対する一考察

真の宗教への道・ H ・H ・－－矢野錬明

亜細亜の目ざめ...・ H ・－－中屋教海

宗教的生命の深さ……竹多快照

身延の自然－… H ・H ・－－…三木浄逮

思ひ出のま 'it:
〈水郷の里｝こて〉…間宮夢覚

七面山へ...・H ・H ・H ・－－…吉田碧洞

鮮支旅行記.....・H ・－…・・方 哲 源

琵琶湖一悲曲 …吉田孝秀
「涙の光」

感謝〈詩〉・・H ・H ・－－－－…福土泰量

テユスして・ H ・H ・－－－－－…歩牛生

童謡一天上と下界一…橋爪 要

仏様と道すがら...・H ・－・田代静山

高田恵忍

塩田義遜

丸山損孝

近藤恵聡

民衆の宗教化....・H ・－…方 哲源

明るい世界へ…・ H ・H ・－矢谷智秀

徴笑（俳句十二首〉…福山一歩

聖祖御入山を懐お〉石井緑線

本妙律師を慕ひて……三木浄達

天理を訪れて…...・ H ・－－矢野錬明

近況十首（短歌〉……黒崎与志雄

除夜の鐘（詩） ...・H ・－－矢野錬明

短歌（四首〉… H ・H ・－－・石井緑線

詩ー弱きものの歎き
－黒崎与志雄心の噸き，忍従，祈り

戯曲一或る男と信
仰の巡査…木村錬戒

。同窓会会報弁論部だより〈三木生〉・運動部報〈吉田生〉・文学部

報〈田代生〉

・第15号〈昭和4年12月10日・祖山学院同窓会出版部刊） A 5. P .192 

学院長狽下〈杉凹日布上人〉及び校舎之一部〈写真〉

巻頭言一文学の使命 岳南生

。論説

信心銘（伝大士の語をかりで〉 高田恵忍

筒御器紗の法門ー附・謀叛者二十六人に就て一 塩田義遜

宗教に於ける超版世的傾向 永倉唯嘉

座右之銘...・ H ・....・ H ・－－・竹庵遺稿 §1111山三章…....・ H ・...・...~111 山 集

仏説法滅尽経読後の感 松木本興

身延文庫蔵本・行学朝師奥富集 江利山義顕

※「身延文躍J調査者の必携資料である。身延山史研究上の稗益は大割、。

原始仏教々団に於ける平等思想、と其帰結 結城瑞光
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勝

妙

順

教

戒

源

照

光

連

生と哲学的精神

重罪犯にて刑務所にある某真宗徒に送れる手紙

日持上人の遺跡を訪ねて

身延の実相

筆と心

現代社会の要求する人物

虚空蔵菩薩と蓮長法師の祈願

事一念三千が如何にして信心義なりや

日精上人書簡類蒐集に就て

。文芸。

友情 ・ ・・・ 松田寿孝 思親閲より秋主主て・松井桓成

随感片々・…・…...・H ・－矢谷清文 日記中より・H ・H ・...・H ・－柳井 栄

野中春秋....・H ・...・H ・－－－遠藤銭外 短歌一身延雑感－・・・H ・小島一誠

秋...・H ・－……－…...・H ・－岳南生 短歌...・H ・...・H ・...・H ・－－－石井緑線

小鳥・…...・H ・－…H ・H ・－－－中沢要実 人生巡礼…・H ・H ・...・H ・－近藤恵聡

0同窓会々報ー庶務部，弁論部，運動部，文学部一

。学友会々報一九州学友会，北陸学友会，関西学友会i東北学友会，鷲峯

学友会一

月舜

脇龍

月是

辺正

村錬

哲

回快

内義

木浄

望

綱

望

渡

木

方

武

掘

三

忍

遜

嘉

顕

妙

光

正

秀

信

貞

雄

・第16号（昭和6年2月16日・祖山学院同窓会文学部刊） A 5. P .232 

0第一部研究欄

本化題目宗の仏教史的意義 高田 恵

身延の御真蹟に就て 塩田 義

我 永倉唯

※研究の論点をカント・へーゲル・リカードに置き自我の考察を進める。

身延文庫本・行学朝師奥書集二 江 利 山 義

創作・恩欝いづれか 綱脇竜

。延級詩設寂照院日乾一円院日脱

。第二部学生欄

成仏観

当家の下種論について

たどるべき道

哲学的部門より観たる台当両家

生活戦線と宗教問題

随感・凡身礼讃

義

海

孝

政

歓

英

内

田

岡

崎

回

名

掘

武

士

ロ

黒

津

貫
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思ふままの記

徴かなる者の信仰

本化建宗の根本精神に選れ

随感断片

教育勅語検発第四十周年紀念を迎えて

支那訳経史研究後之感

。詩歌

延山四季…....・ H ・－－…・・武田海正

夕べの想...・ H ・....・ H ・－－中沢小樹

四季...・H ・－－……・……松村芳仙

身廷のーとせ…H ・H ・－－－小島一誠

樋口哲雄

大沢恵宏

半沢経

桜栄都城鶴

柳井慈要

吉田錬正

短歌・近詠数首....・H ・－石井緩線

不変の理...・ H ・－…－…－－－中沢小樹

人間劇場・・・・… H ・H ・－…－佐藤翠嵐

・第17号（宗祖六百五十遠思紀念号・昭和6年10月13日刊）A5. P .194 

身延山八十二世祖山学院々長岡田日帰狽下近影

日蓮聖人と法華経 清水龍山先生講述

※法華経観に於て、天台の「智」の経典に対し、宗祖の「智慧」「慈悲」の経典

観を論究。

緑陰幽草録〈暑中休暇草〉

御遺文蒐集史上に於ける上古三聖

身延の声明

身延文庫蔵本・行学朝師奥書集三

高田恵忍

塩田義遜

多紀道忍

江 利山 義顕

※久遠寺「身延文庫」調査のうえで必部必読の資料を提供する。

延撤墓碑私考 今村是竜

寿量本仏論 堀内義光

原始仏教に於ける三蔵の成立に就て 谷口亨存

吾祖の時機適化せる五戒の提唱 中沢薬爾津

感想、・思想、の涙・…・…遠藤養宗 l映画布教に巡りて…－－梅津英学

唱題得意論・・・・.・・・・・・ H ・－－田中義巨 人間生活と物...・ H ・－－…古谷智謙

山里の一年...・ H ・...・ H ・－半田淀車

。雑報校友会報〈松木本興〉 同窓会報ー庶務部〈深沢海晃〉。弁論

部〈依田湛j享〉。文学部（柳井慈要〉

・第18号（昭和8年 1月30日・祖山学院同窓会文学部刊） A 5. P .306 

弘決外典抄・礼記正義（重要文化財指定）写真

天台霊応図本伝集〈写真〉

棲神の法窟 遠藤是妙
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宗祖所立の本尊は己身本尊也 渋谷文英

再び「御番新目録」の著者に就て 山川智応

身延文庫の録内外目録 塩田義遜

信 永倉唯嘉

舘か森に就て 丸山崩孝

青森県宗門史要 江利山義顕

唱題の妙行 松平とし子

日蓮宗の安心を読む 古愚学人龍 山

身延山布教の特殊性 結成瑞光

智識・道徳・宗教に関する断想 望月舜勝

追憶 静堂〈松木本興〉

戒思想に就て 灘上恵教

境妙庵目録小考...・H ・－－世古政 l眠 機械から目的へ・H ・H ・－－矢谷玄智

久遠本仏と吾等衆生…福士泰量 信仰界の餓僅…...・ H ・－－金川龍洗

恋愛と宗教とに於ける共通性を論ず． 津田歓貞

常闘を放れて ようじ津（中沢要実〉

矛盾より解決へ E ・ y 生

信念に生きよ 藤原是祥

現代宗教家の覚悟 馬場恵信

感想・「廃坑の后に立ちて」 門田正孝

獅子王の如き心 加藤智学

土牢を訪ふ 菊田雄寿

満洲事変の渦中より 田中次郎

。文芸0
・随泉余韻...・H ・－－－…・・八架高田恵忍 病む父...・H ・H ・H ・－－……福島義孝

別頭の丘...・H ・...・H ・－…渡辺信覚 故郷にて・H ・H ・...・H ・－－－－桜庭司ー

西谷にて……...・M ・－…・桜庭是宝 秋田和……－……...・H ・－杉本寒風

。昭和六年度卒業論文 (17名〉 O同窓会報一庶務部・弁論部・運動部・

文学部・本学寄宿舎雑報・

・第19号〈昭和8年12月20日・祖山学院同窓会文学部干U)A 5. P・.212 

本妙庵・竜口寺参詣記念〈写真〉

祖山学院寄宿舎厚徳寮全景〈写真〉

身延御入山の聖意に就て（其ー〉一国家諌暁と身延御入山一

龍山謹述

( 196) 



開会関 遠藤是妙

「観心本尊抄」四十五字法体段正義 山川智応

身延山久遠寺」門前町に就て 法学博士 平沼淑郎

※身延文庫〈久遠寺所蔵〉の古文献調査に基き、主に「法度J「旋」のi捌から観
た門前町考。

仏教の要行としての三大秘法

宗教の本質に就ての一考察

御霊跡を通して聖意を開示すベし

日蓮聖人の女性観

即身成仏に就て

信と行と学に就て……児島錬戒

信仰物語・鬼母録……世古政順

臨師研究ノートより…中里是要

聖蹟を慕ひて・ H ・H ・－－…佐々光二

犠牲…...・H ・.....・H ・－－…田川義烈．

病問余詩〈漢詩〉…八菜高田恵忍

随感詩集……・…－……金川荷積

。身延山に題する
〈和歌〉…渡辺正教

。暑中の折々 …...・H ・－－小島一誠

。俳句一桜庭是宝。田川恵良。春海。

塩田義遜

望月舜勝

静堂生〈松木本興師〉

津田歓貞

灘上恵教

仏徒は酒をのんが…竹多快昭
よし、泊、

偶感・・ H ・H ・－…H ・H ・－－…・落井良昭

随感断片・・H ・H ・－…蜘瀬価輸環化伊

近代の思想観…....・H ・－加藤智学

小春日……－・・ H ・H ・－－－…三井芙蓉

病楊茶禅〈漢詩〉…八桑高田恵忍

0日記より0・....・H ・－－－桜庭是宝

。小湊〈和歌） ...・ H ・－－田川恵良

。聖境の歌〈和歌〉…渡辺信覚

。川柳一桜庭生。虚言。回河泡。

・第20号〈昭和9年12月・祖山学院同窓会文学部刊） A 5. P .240 

宗学の淵源 遠藤是妙

山川智応氏の「観心木尊妙四十五字法体段正義の結論」を拝す。

本宗の本尊観概説

清澄寺草創考

関目紗・本尊紗・報恩紗の三妙に顕はれたる本尊の研究

末法時機相応の実践的宗教

限悟園開祖本妙日臨律師の研究

体人鳩摩羅什

法華経の六万九千三八四に就て

日蓮宗学新指針

。文芸。

清水竜山

半前

塩田義遜

武田海正

中沢ょうじ津

中里是要

吉田錬正

柳井慈要

室住ー妙

吟槻日乗〈漢詩〉…高田八染 崎藤田光晴君…・・ H ・H ・－松木静堂
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盆と行事....・H ・.....・H ・－田川恵良 厚徳寮々歌について…浅野たけし

読経礼讃....・H ・H ・H ・－・・・宇佐美錬正 栖神居詠草...・H ・....・H ・福島義孝

・第21号〈昭和11年2月5日・祖山学院同窓会文学部刊） A 5. P .310 

身延文庫蔵古写本「日蓮聖人仰之趣」写真

新発見の型伝資料〈身延文庫蔵古写本〉

題目の考察

観心本尊鈴と生死一大事血脈紗との鎖仰対照

室住ー妙註記

遠藤是妙
中谷良英稿
清水竜山補

※本尊抄「四十五字法体段」をめく・り、山川智応師の論難に答えた論作。

本尊義旨帰 高困惑忍

0身延山学会々則

妙法蓮華経字数考 塩田義遜

※いわゆる「六万九千三八四一々文々是真仏」の静文字数の考察で、 71頁に及ぷ
労作。

。歌集から

身延文庫余滴

東陽房忠尋師と房舎に就ての考察

。雑詠

身延文庫に於ける不受不施係争の資料
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駄

子

感

宗教と芸術について

性論雑考

仏陀最後の教誠〈長阿含経による研究〉

己心問答

「戒体即身成仏義」に於ける聖祖の見地を論ず

本化の行法と戒壇論

日蓮聖人御系譜の研究

。縁覚独語訳

。道余風凱

。緒余II今

。短歌ー脳神居 …福島義孝
詠草ー

鴛のこえ・H ・H ・......・H ・－渡辺信覚

雑詠十句…...・H ・－－－…・帯金搬葉子

晩秋に題す...・H ・－－……斉藤順義

く〉祖山学院雑報〈武田生〉 O同窓会々報ー庶務部〈周辺正知〉，会計部

〈四辻宣宥〉弁論部（古川宣悦〉，運動部（草ヶ谷宣慶〉，房総旅行記
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（古川宜悦〉，文学部〈岡村正雄〉

・第22号〈昭和12年2月13日・祖山学院同窓会文学部刊） A 5. P .270 

身延山八十三世祖山学院々長一乗院日謙狼下近影

祖廟中心 遠藤

※宗政、教学、行法、信仰、各立論から多角的に把えた祖廟鍛仰論。

題目性乗弁一山川氏四十五字己心義余評一 高田

。身延山学会々則。

大曇茶羅儀陸の研究 塩田義

※~茶躍の起源、遺文にみる教観本尊、始顕愛茶離の意義、儀相に及ぶ労作

身延古抄雑々集に就ての考察 岡 教

東陽房忠尋の著書に就て 問中恵

正中山蔵「正義抄Jに就て 斉藤要

御遺文にあらわれたる下種思想 武田海

人生観断想 望月舜

身延御入山と南部実長 三木浄

独居不三味 中沢要

日蓮聖人御系譜の研究〈統〉 鈴木 智

O文芸部。

讃仏乗詩間居余併I' 清水竜山。向井教遠。富木発広¢亀口竜謙。高田恵忍

桜神居詠草…...・H ・－－…福島義孝 古き遠保栄我記...・ H ・－・山田友篤

うみやまのほとり……岡村正雄 蛸I・M ・.....・H ・.....・H ・－－…上回玄忠

七面山行 熊谷利道 必要にし殺誌の田辺正知

三つ子の魂に支さは・・加藤智学 観の究覚・H ・....…・・・田中泰励

宗祖霊跡伊議警郎 ・fl!中静光 斗争 田村啓孝

正しく強き信仰を
想い出す函館…...・H ・－・村田力男 もって…梅津栄希

0校友会報ー庶務部〈田中恵厳〉，会計部〈下部顕浄〉，弁論部〈宇佐美

錬昌〉，運動部〈香川是光〉，祖山学院春季修学旅行〈引卒，松木本興，

武田海正〉，文学部〈牛居行信〉

妙

遜

遼

春

輪

正

勝

達

実

好

忍

是

恵

・第23号（昭和12年12月18日・祖山学院同窓会文学部刊） A 5. P .160 

宗祖御消息断片〈大阪市成正寺船写真

聖徳太子に就ての一考察

開会思想

秀

妙

撤

是

田

藤

柴

遠
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清澄寺大衆考 塩田義遜

回避正宗小笠原慈開師の「先づ本尊を定めよJを読みて宗祖本仏論及神本

仏迩論の非を糾す 中谷良英稿清水龍山側

純粋宗学の理念とその展開 室住ー妙

御遺文にあらわれたる下種思想〈前号続〉 武田海正

内房尼についての一考察 三木浄逮

宗学への悩み 中沢要突

日遮聖人御遠担・藤原共資公 鈴木智久

諌暁 田辺正知

結核克服に当りて 松井大周

如何に生く可き乎 宇佐美錬昌

楽土建設への歩みー祖山学院雄弁大会優等第二席：出・ 香川是光

時局と立正安国一祖山学院雄弁大会優等賞杯 米村智浄

。 文芸。

病む。岡山に遊ぶ．…岡村教正 雑詠....・ H ・H ・H ・－－－……－田村銀雪

晴雲・ H ・H ・.....・ H ・...・ H ・－後藤康信 厚徳寮断章....・ H ・……寮隅住人

。校友会々報 O祖山学院校友会々則

。同窓会々報※当時の弁論活動。運動部の対外試合など、活漉な也山学院の動き
を知る好資料

・第24号〈特編「法主即管長制度確立讃辞」昭和13年12月25日刊）A5.

p .290 

宗祖御遺文断片〈滋賀県本像寺蔵〉写真

観むの法門 遠藤是妙

興門教義に対するー研究一本尊抄に於ける「本門釈尊Jと「地涌千界」及

本尊図面に於ける「日蓮花押Jに就て「宗祖本仏本尊」の謬を匡すー

清水飽山口述中谷良英筆受

※第2次大戦後、 「創価学会」が主張した「回避本仏論」に対する決定的批判資
料ともなろう。

’「立正観抄」に対する疑議に就て

優陀那輝師の浄顕義浄評に就て

「妙法寺記」並にその原本に就て

本宗重要教判としての教観相対と種脱相対とに就て

日蓮聖人遺文に於ける国神勧請義

。法主即管長制度確立讃辞
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を論国治正立

祖廟中心制度の現在と将来

法国冥合の現証

給仕精神の高揚

宗政復古に当り青年学徒の奮起を望む

即身成仏研究序説

御遺文にあらわれたる下種思想〈前号統〉

対支布教と我徒の用意

文学些言・...・H ・.....・H ・－斉藤要輸

歴史の一環を担之の塚本能昆 雄

龍
飽

智

崎

波

小

難

原見

想

け
管
創
膜

於
の
の
の

に
方
ト
て

録
迩
の
ン
就

想
書
艮
ラ
に

随
井
る
プ
に

中

木

ム

作

陣

波

レ最ト

信仰と人間生活・H ・H ・－・証音寺恵進

愚恩ー編H ・H ・－…...・H ・－原 不退

。文芸。

山清（短歌〉・…H ・H ・－－斉藤侠吾

母を思ふ・H ・H ・...・H ・－－－－小林学山

夏秋山麓居詠草・H・H ・－－石川園武

叙景雑ゐ御廟所・ H ・H ・－－原 不退

随感運策…....・H ・...・...望月海！岡

吾人は斯く思惟す……啄人 生

落葉断想...・H ・...・H ・－…知i 縞作

緑陰の下〈蛇） ...・H ・－・東富生

雨の夜更け…...・ H ・－－…磯辺 渉

身延の鐘に想、ふ・ H ・H ・－・黒沢 i砲 lE

目白…….........・H ・－－近藤義見

鼠...・H ・・・・・・・・・・・・…・…・・宮崎泰賢

烏の声…………………原田鉄雄

。校友会々報ー出1il：名。・宣撫班名－

O同窓会々報一幹事の辞。庶務部。会計部。弁論部。運動部。富士五湖旅‘

行記。

※学園活動も次第に対外的に発展し、弁論も在京大学を招いての大会。又運動部
も山梨県各大会に出場。 ． 

隆二

白虎隊・嵐・…...・ H ・－－岡村教正

煩悩讃歌〈短歌〉…・・・後藤龍子

拾ひ屑一束…－…..' .....東 ii 
俳句；..・H ・........倣葉子，県宮教文

時局と宗教…...・H ・－…・永瀧発窓

世界と日蓮H ・H ・...・H ・－－村田海.ftlJ 

敬神祭祖・H ・H ・.....・H ・－－斉藤哲一

非常時に於ける吾等…江口啓 i~J.
青年宗教家の覚悟
沼を想ふ記...・H ・－－－…・・小林是 j事
事変に際して日持

上人を思ふ…阿部東洋

日記…...・H ・－－….....・H ・ 丘 竜 芳

うれしかった事………K . K 

落葉…...・H ・－－－…－……・山本栄涼

改造か創造か・H ・H ・－－…阿部

・第25号〈昭和15年 2月25日・組山学院同窓会文学部刊） A 5. P269 

宗祖御遺文断片〈三重県寿量寺蔵〉写真
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霊山浄土観 遠藤是妙

本門事観史 塩田義遜

日蓮教学中に交錯せる中古天台の思想及び様相 浅井要麟

予の安心立命 北尾日大

実践哲学としての一念三千 守屋貫教

哲学余滴〈世界観人生観と哲学〉 望月舜勝

宗学試案の中から 武田海正

純粋宗学本質論の資料と問題一即身成仏研究本論ー 室住 妙

祖番綱要の四種三段判に於ける底上相対について 執行海秀

事相と事法門…...・H ・－－中沢要実 外道の書一読書案－塚本飽晶

おもひ一っ宣く撫ま通ま信一… 小 崎 臨 雄 護法の理念とその 問中泰励
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箆
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余

歌

後

路

論

に

破

夜

道

短

越

山

卒

「

月

。短歌一常住の日……問川恋良

。短歌一生活煩悩……辰巳 紫

故郷の夜……...・H ・－－…井上龍栄

く〉俳句………田川恵良。維由紀

思ふままに・H ・H ・－－……武波正芳

絶対者の顕現…...・H ・－池上泰信

静かな朝・ H ・H ・......・ H ・－小松本秀

・第26号〈祖山学院創立三十周年紀念・昭和16年3月5日刊） A 5. 
p .232 

宗祖御遺文断片写真

祖山学院々長望月日謙狽下色紙写真

波木井公一族と身延山 塩田義遜

※波木井公事肢に関する多角的実証的研究。斯学研究者の必読文献・資料集。

本仏実在を中心とせる統融的宗教一日蓮聖人の宗教「観心本尊抄Jの再認

識一 山川智応

新体制下における本質宗学よりの提唱 室住ー妙

※わが宗内において後年、純粋宗学・室住宗学と称せられる一つのアプローチ・

但し戦時体制下の制約がみられる。

本尊の本体について

十如是事の研究

ヘーゲルの宗教哲学

正

秀

穏

海

海

泰

回

行

見

武

執

里

(202) 



宗門の新体制と身延への希望と期待

大火所焼時

米国仏教の現情

興亜の基本工作

聖境に立ちて

蒙古の噺！麻教

給仕第一精神の検討

絶対的現実

人間の標尺

桑港日蓮宗教会主任

Fohn David Provoo-

恵寧寺噺嚇

学窓を出でて祖廟に参筒し本化門下の使命を思ふ

。文芸倒。

富川日韓

綱脇竜妙

青柳正法

結城；瑞光

西浜行順訳

歪日易来

中沢要実

幡上教妙

田中泰励

小林学山

蜜を得るには.....・H ・－－－結城一郎 奉祝皇紀二千六百年…福島義孝

短歌ー感情春秩ー・…・・後藤康信 短歌一河原辺一…・・…上回一夫
綴方教室一秋の追億一… 原 田 見 正 奉祝歌……...・a・－－－……田川恵良

雑詠...・H ・.....・H ・－－……鈴木義成 鷹取山…・・...・...………甲賀俊男

四季の思出…・……・・…中村寅一 日記抄………....・ H ・－…辰巳 紫

母…....・H ・.....・H ・－……久世寛瑞 海・…－－……....・M ・－－－…長崎湛長

俳句一二千六百春一…岡村孤雪 徴笑・我が心………・・藤沢玄唱

「番神問答記」隙見 斉藤貫誠

鶴声…....・ H ・......・ H ・－－－細井泰行 戒律への抗議…………三枝光純

戦線より還りて〈祖山学院雄弁大会優勝鑑杯受領〉 武内観良

餓悔・・…....・H ・....・H ・－－－村田海仙 学徒と大法西漸.....・…永田寿剥

「学び」の観念....・H ・－石川是行

。祖山学院同窓会々則一昭和15年10月改正〈祖山学院教務課〉

。同窓会々報ー庶務部〈消水文要〉，会計部〈黒宮教文〉，弁論部〈酒井

円通〉，文学部〈石川是行〉，運動部〈梅原鳳寿〉，音楽部（石川是行〉

校友会々報，厚徳寮々報，学友会々報

。昭和十五年度祖山学院卒業論文題目一覧

－第27号〈昭和17年3月10日・身延山専門学校・祖山中学・報国国文学

部） A 5. P .176 

高祖御遺文断片〈静岡県玉沢妙法華・寺蔵〉写真

宣戦之詔書

心性述師真筆談義脅治国利民皆由法華－事……昭和14年8月6日筆写畢・

正亨＠
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遜

妙

信

知

寿

順

塩田

室住

端是

即辺正

山田 英

望月海

宗立学校の教育理念…宮沢英心

昇絡を祝ふ...・M ・－－……武田海正

人生への一考察・H ・H ・－－野鍍清健

義伝教の円頓戒に就て

大信の発動一本質宗学に於ける主体性の机範一

当家三益論略説

別頭教観論

事成院日寿師とその教学

根本二部対立思考

実に必要は機会を…柴田一能
生む

追憶・...・ H ・H ・H ・－－－唐津・藤山英憐

身辺小吟〈短歌〉・…・・石川園武

私の茶道観…....・H ・－…中村貫一

。祖山学院卒業論文名一覧 自大正五年

・第28号（昭和18年6月1日・身延山専門学校・祖山中学・報国団文化

部） A 5. P .192 

高祖御消息断片〈名古屋市・円頓寺蔵〉写真

法華論の研究

宗学とは何ぞー絶対自覚の学としてー

原始仏教に於ける普惑の意義

日本道徳思想、の性格

仏教の自然観一教理の整理と批判のための覚書一

人生苦と宗教

。俳句一十首....・H ・－中村貫一

異部宗輪論に表れた大衆部の仏身観 望月海 j眠

党唄に於ける五声音 石川是行

。短歌ー背影。春の具象。決戦下陸軍記念日0・H ・H ・......・ H ・－後藤安延
。短歌ー桜。相

念。意気・・清野清資 O戦線より帰りて…・・・後藤夷承

自我意識の宗教的…問中寛光
展開

爆進・…H ・H ・－－… H ・H ・－－・須磨弁能

。報国団部報。

総務部（幹事野坂消健〉，国防訓練部〈幹事田中寛光d，法儀部〈幹事問

中寛光〉，文化部〈幹事西浜行順） 0身延山専門学校第二回卒業論文

遜

妙

男

勝

穏

実

義

一

幸

舜

泰

要

間

住

本

月

見

沢

塩

室

坂

望

里

中

至昭十六年

斌仏教の現代的意義…・・河村

・第29号〈戦後復刊号，昭和28年9月12日，身延山短期大学刊） A 5. 

p .183 

日蓮聖人註法華経・心性第五度版法華経〈文永八年刊〉写真
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復刊の辞

唱題思想、の根抵と其の帰結

純粋宗学の綱領的展開

御消息文の分類研究一身延隠栖後一

同広中師について

「発唄」に口伝された五調子とその旋法

原子論と仏教

有部に於ける存在の概念

霊魂不滅の問題

インフレーシヨン心理

。第五回日蓮宗教学研究大会紀要。

諸法実相論一日蓮聖人の実相観

日蓮法華宗の現代的旗峨

教観双用法華経安心深敬讃講話

真言宗に於ける判教の綱格私見

日蓮聖人書入本「註法華経」の版経について

身延・中山の関係

法華経成立史上に於ける見宝塔の重要性

本門戒壇の性格

無作三身の根本批判と本仏の根本開顕

罪障消滅について

プトン「善逝史」に引用せられし法華経に就いて

教義と教学

宗学観に於ける個的立場と種的立場

給仕第一の精神

龍華像師の布教について

妙法華経に見られる文体上の特色

本門本尊の在り方一尊ー土正境論

現代における日蓮主義の進路

大般浬紫経の仏性論

勢至菩薩経に就いて

仏教的実在観の現代的意義

。棲神誌会員住所録（330名〉

興

遜

妙

遵

孝

行

男

穏

敏

郎

一一
一

龍

智

是

宰

泰

通

桂

本

義

木

田

住

藤

山

川

本

見

野

生
多

国

松

塩

室

斉

秋

石

坂

里

波

御

身延山短期大学々頭

朗

武

妙

禎

亨

雄

紀

順

明

照

見

哉

亨

妙

盛

田

同

澗

幹

隆

徳、

芳

芳

竜

日

正

案

日

弁

除

孝

正

寛

教

躍

日

大

昌

瑞

正

村

上

脇

本

木

山

村

井

合

村

崎

沢

井

住

木

村

田

木

日

村

川

田

谷

間

浦

綱

脇

兜

影

木

長

河

河

矢

芹

茂

室

高

野

高

高

勝

中

長

願

回会友・校度年司

t
n
L
 

和昭

。
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・第30号〈昭和30年10月13日身延山短期大学刊） A 5. P .124 

重要文化財「宋版礼記正義」（久遠寺恥写真

国宝・伝徽宗皇帝「絹本淡彩夏景山水図」〈久遠寺駒写真

巻頭言一日蓮聖人御聖訓一

大憂茶羅儀相の再研究 塩田義遜

われらなにをなすべきかー現代と対決するものとして問題学的に考えるー

、室住ー妙

法華取要抄の研究

祖山学院回顧録〈上続〉

上田本昌

林 是幹

善を愛する者と神を愛する者〈カルキγス「善人と善」の一部の邦訳〉

梅．沢敬蔵

理科における分団学習についてー学習指導上に必要な二三の考察ー

伊藤茂俊

解放前夜に於ける中国雌村の生活一毛沢東の農村実態調査を例としてー

町田是正

※旧来の政治・経済史中心の中国史研究の動向に対して、民衆の法的慣習からの

考究を試みたもの。

徽宗皇帝筆夏景山水図に就て 波多野通俊

教育の原理に関する仏教哲学の一任務付 疋田英肇

く〉学校近況報告一教科課程の増強。図書の充実。教育事業の拡克〈日本

育英奨学制度認可。身延山学園師親会結成〉

。校友会記事一弁論部全国大会優勝。運動部テニスコート新設0

・第31号〈学長米寿記念号・ l昭和31年10月10日） A 5. P96 

深見日国学長染筆・学長狼下略措・学長近影

将来に想ふ 身延山短期大学々長 深見日固

日蓮聖人の本尊〈前節〉 塩田義遜

建設のための吟味一純粋宗学における問題学的領域一 室住ー妙

本尊勧請形態の一考察 上岡本昌

法華経に顕はれた時間 里見泰穏

※仏教の時間とは、永遠性とは、つねに時の流れを倒錯的に思惟することを示唆

する。

華厳経と観法一特に三聖円融観についてー 坂本幸男

※華厳教学の根本識について要説。仏教学界の重鎮坂本博士の寄稿。

ある倫理学徒の反省 梅沢敬蔵

宗歌の曲譜について 秋山智孝
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中国農村に於ける法意識の変革一法慣習と土地改革の過程に於ける婦人一

町四是正

疋田英接

夫

竜

潮

修

八

道

人

祐

竜

昌

雄

英

妙

仏教哲学における教育の原理〈統〉

・第32号〈昭和33年3月8日・身延山短期大学刊） A 5. P .163 

日蓮聖人の本尊〈後織〉 塩田義遜

※宗也の「本尊J論の決定的労作であり、京学の本質に関わる重要な問題を提起
する論稿。

宗門史上二三の問題について 影山克雄

体系といふこと 室住ー妙

日蓮聖人に於ける現生利益の問題 上田本昌

※「現世利益」ではなく、 「現生利益」（即身成仏）こそ宗祖の教えて・あると。

新興宗教乱立に対する智世論。

当於如来余深法中示教利害について一法華経覚書一 望月海淑

マックス・ウエーパーに於ける「資本主義の精神Jの研究町田是正

※資本主畿「の」精神について、ヴエーパーの業績を分折しつつ、所翻ビューリ

タエズムの経済史的意識を闘う。

Cybernetics 〈サイパネテックス〉についての一考察

。第9回日蓮宗教学研究大会紀要一昭和31年11月1日・ 2日一

日蓮大聖人御遺文に就て一種々御振舞書並に観心本尊抄ー阿 国

染浄二性に就て 熊王

不受不施者の潜伏 宮崎

注法華経の注記年代について 山中

歓喜の経典 斉藤

法華経の真髄は知来行である 水谷

本仏の主体性とカントの認識論との交渉 森 川

観音玄義の研究 若杉

法華経宝塔品の成立地域 野村

小川泰堂居土に就て 小崎

三法通局と本化妙行 中谷

宗学における体系の問題 室住

。「棲桝リ会員名簿〈昭和32年 9月1日現在〉

正．

興

海

英

喜

竜

竜

博

見

熔

竜

良

藤佐

・第33号〈塩咽義遜教授古稀記念号・昭和34年12月8日） A 5. P .164 

塩田義遜先生近影・染筆色紙写真

祝・塩回教授古稀 興本木松
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塩田義遜先生略年議・塩田義遜先生著述並執筆目録

法華経に於ける願と受持譲与 塩田義遜

※「願」とは仏の衆生済度の慈悲であり、衆生の救済への希求でもある．文献学

的研究所論。

体系の展開

日蓮聖人と守護神信仰一日月明星を中心として一

山規制定の経過より見たる久遠寺の推移

法華経の虚空について

妙

昌

幹

淑

一

本

是

海

住

田

月

室

上

林

望

※法華経成立史上よりみた「成空」の意味、訳経上の異同について、分析考究し
た論稿。

三世について 里見泰穏

華北村落に於ける宗教意識に就て〈研究ノート〉ー解放前夜の宗教的慣行一

町田是正

桐谷四郎

林 ；是幹

W・ B・イエイツ小論

通師法縁について

「接神」会員名簿〈昭和34年10月31日現在） 127名

。受贈交換誌一覧 O昭和34年度身延山短期大学卒業論文題目一覧

・第34号〈昭和36年3月31日刊・※パックNo.35号は34号の誤り） A5. 

p .101 

体系的対決 室住 妙

日蓮型人の政治批判について 上岡本昌

天親・龍樹の内鑑冷然に就て 塩田義遜

原始分法華経における般若波羅蜜 望月前ii収

E • S ・キユアピー「中国史学の基礎」ー邦訳と研究入門ー

l町田是正

※中凶古代史研究と，鯛査の留意点を要説。訳者の補誌は詳細で斯学志向者の至便

なガイド。

アメリカ文学に於けるピューリタニズム小論 大森 孝

0 「桜神」会員名簿 CUB和35年10月31日現在〉

・第35号 er昭和37年 2月25日・身延山短期大学仏教学会） A 5. P .133 

法華経の本尊としての長茶羅 塩田義遜

道徳的次元の問題について 室住ー妙

関目抄鎖仰 H 科段 室住ー妙

デーヴアダッタの神通 長 谷 川 義 浩

華北農村の家族制について〈研究ノート〉一同族的結合と家族構成の数量
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的考察ー 町田是正

アメリカ文学に於けるナチュラリズム形成とドライサーの位置について

大森孝

。昭和36年度卒業論文題・氏名 O交換誌一覧

、第36号〈祖山学院五十周年記念号・昭和37年10月5日刊） A 5. P .164 

日蓮聖人御帰倉より身延入山まで 松木本興

日蓮聖人に於ける道徳的次元〈後AriD 室佳一妙

日蓮聖人に於ける「願」の研究 上田本昌

※聖人の生涯は「願」〈四海帰妙・立正安国・衆生済度〉の実践であった。その

悲願・大願の宗学的意義。

法華経解釈に於ける吉蔵の法雲批判 里見泰穏

女人成仏一変成男子について一 望月海淑

法華経に現れた神通 長 谷川 義浩

仏教保育の基本問題 秋山智孝

釈尊の敬度に思う 猪俣康光

華北農村の家族制について〈研究ノート第三ij畔〉一同族的結合と族産との

関係一 町田是正

中国に於ける近代革命思想の発達と消朝の滅亡について堀 一勇

ヘミングウェイに見る生と死なるもの 大森 孝

祖山学院五十周年記念・祖山学院回膨録 林 是幹

※多年に亘る身延山の資料に基〈生きた学i剥変遷略史。

・第37号〈昭和38年12月8日・身延山短期大学学会刊） A 5. P .163 

日蓮教団に於ける教化・伝道の考察 上回本昌

立正平和運動 室住ー妙

※昭和37年以来展開された迎動に対し、その本米的住り方を問うぺ〈塑祖にかえ
れと訴える情熱の論。

挺婆達多品における女人成仏について (1) 望月 海淑

上総における初唱の値越弔問氏とその性格 佐久間琉甫

高等学校社会科「倫理・社会」における日蓮聖人の取扱いについて

長谷川義浩

マックス・ヴエーバーの社会科学方法論のー研究 町田是正

阿片戦争ーその意義と特質についてー 掘 ー勇

ヘミングウェイを中心とするロスト・ジェネレイシヨンについて

大森 孝
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秀

照

爾

逸

尭

司

忠

八

紀

竜

如

道

全

孝

正

妙

栄

栄

教

友

啓

行

喜

日

見

貞

円

竜

智

是

回

回

野

光

尾

尾

治

中

村

III 

住

若杉

功刀

浅井

三旧村

秋山

本

岡

駒

有

中

妹

宇

山

木

町

室

。第15回日蓮宗教学研究発表大会紀要。

優陀那日輝を中心とする事観論の史的考察

Vimutimagga, dy Arahant Upatissa・郎関記i叫ly

“on Dist inguishing Virtue" 

三大秘法と四法成就との関係について

回避聖人の宗教より見たる大塩中斉の儒教哲学

身延山山内文番調査報告書

新宗教勃興の社会史背景

法華経中の Sdrvavantdmについて

注法華経御撰集の意義について

仏教興立史上仏織以後の末法と其重要性

。特別発表ー宗教と教育ー

公立中学校の宗教教育

タゴールの教育思想

宗教と教育

宗門保育の信条を求めて

宗教と教育について一日蓮聖人に関連してー

。学園五十周年記念祭記録

。「緩和！リ総目録〈自創刊号至第37号〉総目録編集者

。閥目抄鍛仰（→科段正誤表

妙

応

孝

・第38号〈昭和40年3月10自身延山短期大学学会干の A5. P .119 

俳諮文学に現れた日蓮聖人 上岡本昌

提婆迷多品における女人成仏について（2）一大宝積経を中心とせる変成男

子一 望月海淑

※変成男子の思想的背景について、大宝積経を論点にすえて考究した労作。

立正平和の肱運動 室住

甲斐木喰上人の思想と信仰 中里

ヘミ γグウェイに於ける「山」について 大森

日

昭

淑

妙

昌

・第39号 Cnf3和41年 2月16日・身延山短期大学学会干U)A 5. P .96 

思想とその基盤ーインド古代経済闘の拡大一 高橋発

提婆逮多品における女人成仏（3) 望月 海

ほとけへの道について 室住

俳諮文学と法華信仰 上回

※庶民文学としての俳譜の世界に、法華信仰の流れをさぐる異色論稿。

本
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中国の家旋制度について（研究ノート第四締）ー離婚の問題を中心としてー

町田是正

※中国に於ける封建道徳を支えた儒教倫理体系に対して、法市民的立場より問題
の分析

・第40号（学長米寿・新校舎落成記念号・昭和42年12月8日刊） A5. 

p .130 

藤井日静学長近影・御染筆・落成新校舎写真

身延山短大・高校々舎誌に大講堂落慶式に当りて

Z差出還が民主 藤井

校舎建築経過報告 身延山短期大学々園理事長 望月

謹寿法主〈学長〉狽下米寿 身延山短期大学々園学頭 松木

新校舎落成に際して 身延山高等学校々長 里見

学長・藤井日静狽下略年譜 身延山短期大学教授 町 田

日蓮聖人の神祇観一天照太神・八幡大菩薩を中心としてー上 回

末法思想に関する試論一「末法為正」 〈日蓮〉の意味を考えるー

町 田

ミールフット彫刻からガγ ダーラ仏へ一大乗仏教の基盤の考察ー

高橋尭昭

※数度lニEるインド・パキスタン・アフガニスタン仏跡踏査に基く豊富なる資料

を駆使した文化史的考察。

比丘尼教団の成立に就て 筒井妙清

宗教と音楽一宗門の現代化に関連して一 秋山 智孝 ・

※宗門の現代化の課題に答えるべく、音楽む、う実践活動を媒体として、将来へ

のアプローチを示す。

バストラノレ・カウンセリングの基礎的原理についてーヒルトナーの所論を

中心として一 高橋発議

随想・うもれている記念塔 室住ー妙

スチープン・クレー γについて 大森 孝

0学園だより。

新校舎落成式典・身延山大学同窓会有志大会・感想記

静

雄

興

穏

正

日

間

正

日

日

本
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・第41号〈松木本興先生追悼号・昭和43年11月20日刊） A 5. P .212 
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立正大学長

(211) 



思いで 学頭 室住 妙

松木本興師を追悼す 元祖山学院教頭 遠藤是妙

松木先生を憶 身延山高校長 里見泰穏

追憶の記 図書館長 林 是幹

松木先生を偲びて 山梨・蓮華寺住職 福島義孝

「過渡期Jの台学者に贈る 本学教授 疋問英晴

松木兄を偲ぶl食べあるき 東京・円珠院 荒木義栄

松木静堂先生を偲ぶ 京都・教法院 コ木浄迷

松木先生を偲ぶ 立正大学教授 中村瑞隆

松木先生を追慕して 京都・瑞光寺 Jll 口智明

凡て是れ修行 本学教授 秋山智孝

老師の徴笑 本学助教授 大森 孝

古武士の風格 厚徳東々監 猪俣日康

松木先生を懐う 本学教授 長谷川義治

生涯を子弟の教育に 本学助教授 上田本昌

宗学論私議一創造宗学への理解ー 室住 妙

末法思想に関する一考察（研究ノート第二偶〉一「末法為正」 （日蓮）の

意味を考えるー 町田是正

五種法師についての一試論 望月海淑

※法華経の実践規範である五柿法m1rの党漢両訴からその由来を尋ねた文献学的研
究。

七世紀初期インドの宗教事情と仏教の基盤一大唐西域記研究一

高橋発昭

宗教の自由について 小林誠之

資料一狽座継承関係 故補記 江林利山 義是 顕幹

。第20回日蓮宗教学研究大会紀要。

共同テーマ一日蓮聖人の人間像一

身延山に於ける日蓮聖人の人間的一面 上岡本昌

日蓮聖人はなぜ理解し難し、か 勝昌信静

法華人間像 芹沢寛哉

。紀要。

妙蓮寺日l恨箸「五人所破抄見聞の価値」一二筒相承の成立に闘しー

宮崎英修

地涌の人間像〈その規定性〉一法華の人関顕一 大嶋忠雄

根本仏教の縁起観について 中野裕道
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仁王護国般若経疏の研究 若杉

六老日向上人の出自について 佐久間

筑前切支丹石城問答小考 本 田

「マンダラゲ」について 岡田

本多教学の研究ー近代日蓮主義教学研究序説一 村瀬

「中国の石窟に於ける仏塔の表現について」 坂輸

元政上人著書の一考察一特に伝記額についてー 丹治

日逝聖人の良源観 牧野

持経者道命をめぐって一読経・歌詠み・サロンー 鈴木

mo haと mudhaについて 問 中

広破経広破論に表われた否定の意味 久留宮

焚文方便品十如是に関する異相とその若干の考察 宇治

翻訳上より見たる因縁の語義について一法華経英訳覚え番ー

村野 忠
cl,. 
」匝L

・第42号（体育館落成記念号・昭和45年3月10日刊） A 5. P .190 

藤井日静学長狽下近影・御染準（写真）

落成新体育館写真

体育館落成に思う 身延山短期大学々園理事長 望月日雄

因果論考序説 里見泰穏

※有部教理の特色「因果」の論について、その様式・領域・性格を倶舎論に基き

論究。

日蓮聖人の宗教理念について 町間是正

日蓮聖人身延御入山以前の七面山と身延 中里日応

松木本興先生の教化と近代宗学 上岡本昌

※学頭松木先生三周思追悼論稿。高弟・上岡本昌先生の手になる学風、業績の紹
介である。．

随想・宗宣言おぼえがき 室住ー妙

日伝上人堂供養法則について 秋山智孝

遠師法華経音義発刊と読稲に就て 長 谷川 究鹿

仏殿納牌堂建立記 林是幹

。資料一妙院日導著・安心問答落居 校訂 室住ー妙

※身延文庫本・日導問i「安心問答落居J原文の校訂・宗学研究上に貴重な資料を

提供。

言語学上の転移について

。学園だより。
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－第43号（昭和46年 2月16日・身延山短期大学学会刊） A 5. P126 

「安心問答落居」について 室住ー妙

法華経メモ・受持について 望月海淑

日蓮聖人にみる人間観〈研究ノート〉 町田是正

海のシルクロードと仏教ー仏教とその基盤一 高橋発昭

ElloraとAjantaの石窟寺院 上国本昌

。第23回日蓮宗教学研究発表大会。

一共同テーマ・教団論ー

教団論へのアプローチとしての二・三の問題点 高 橋 発

「教団論」とは何か 丸山照

現代の教団より未来の展望 三瓶嶺

提婆品の挿入位置について 有賀要

日蓮聖人思想における閲限供養の理念と論理 伊藤 瑞

「色」の意義に関する論究 中野裕

日蓮聖人ご遺文の国語学的研究一助詞「の・が」の待遇表現一

春 野 正

長井 弁

日遠の著作とするは誤りー

兜木

宗宣言と教団 室住

〈〉「三秘序列について」一長井弁順師研究発表に対する質疑ー

室住

一宮嘉孝・山田是明
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体育館落成記念行事後記

順三秘の序列に就て

法華経音義について一本書を従来，
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・第44号〈日蓮聖人型i誕七五十年記念号・ l昭和47年 2月16日刊） A 5. 

p .106 

学長就任挨拶 身延山短期大学々長 望月

就任に際して 身延山短期大学々園理事長 竹下

聖誕七五O年の意義の究明 室住

※宗祖御誕生の教学的・信仰的意義を考究、今目的課題でとらえた論説。

日蓮聖人の「上行再誕」について 上田本

日蓮聖人にみる人間観〈研究ノート第二偶〉 町 m 是
法華経ノート・一切衆生の幸福と安楽のために 望月海

思想とその基盤・メキシコ中央高原文化について 高 橋 発

随想・仏となるということ 室住
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ヘミングウェイ「殺人者」に於ける宗教性

。学会環報。

大森 孝

0本学教授林是幹先生には昭和46年10月22日，永年の植林教学の研究に

対して第2回「望月賞」の授与に浴した。

・第45号〈日蓮聖人身延入山 700年記念号・昭和48年2月16日刊） A 5 

p .250 

楼神の意義 室 住． ー妙

※宗祖棲神・此の身延を如何に位置つ・けるか。いわゆる「身延山論」の展開であ

り、問題の提起。

身延入山当初の日蓮聖人 上田本呂

田遊聖人の身延御入山と南部一族の動向ー甲斐国上代より南部光行奥州下

向までー 中里日応

出光社長の「道徳とそラルとは完全に違う」を論評し且遁説批判に至る

疋田英曜

日蓮聖人佐渡流罪の法制史的考察付蒙古襲来について中里悠光

日蓮聖人にみる人間観〈研究ノート第三輯〉ー俄悔することを中心としてー

町田是正

※倣悔と法悦、それはつねに弁証的に昇華され型人の行動を支えたとなし、宗徒

の志向する問題点を挺起。

妙法蓮華経如来寿量品の侮中の「諸有修功徳Jの訓みに就て

間宮秀学

宗教の問題 高橋克慈

※石津照爾博士の指導下〈東北大学研究室〉に研鍛を杭まれた尚．陥先生の情熱こ

もる宗教哲学論。

搭上僧伽ーガンダーラ，アフガニスタンの仏跡遺跡よりみた精神史のー問

題一 高橋発昭

身延に関する紀行について 秋山智孝

碑銘幻想、 望月海淑

中論観因縁品の記号論理学的考察 里見泰穏

「仏教聖典」に於て，仏教用語として用いられた英語についてーその一

部一 大森孝

。トピック「桜神」第壱号〈創刊号〉発見さるノ 町田 是正 識

一一以上一一
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